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5. 外出頻度の増加による需要予測及び 

新型コロナウイルスによる外出行動への影響調査業務 
 

 私用目的の外出頻度増加に伴う需要予測調査 
 

 推計方法 

城端線のＬＲＴ化による城端線・氷見線利用需要として、自動車やバスからの転換以外に、私用

目的の外出頻度増加に伴う需要増も期待される。 

外出頻度の増加需要は、四段階段階推計法では捉えにくいため、利用意向調査結果や他地区事例

を踏まえ、反映を行う。  
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 利用意向調査結果に基づくポテンシャル（最大利用可能性） 

 

 利用意向調査結果 

利用意向調査における外出頻度増加意向（問３④）では、沿線住民の 17.9％が「城端線・氷見線

にＬＲＴが導入された場合、私用目的の外出頻度が増加すると思う」と回答している。 

また、外出増加頻度の意向（問３⑤）は。「月に２，３日」が約 31.6％と最も多く、次いで「週

に１，２日」が多い。これらの割合を基に、選択肢ごとに日換算係数を設定して回答割合に応じた

加重平均を算出すると、増加頻度は平均約 0.168日となる。 

 

 
図 5.1  ＬＲＴ化による外出頻度増加意向 

 

 

  
図 5.2  ＬＲＴ化による外出の増加頻度 

  

出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 

選択肢
回答者
割合

週に5日以上 週に6日 0.86 5.4%
週に3、4日 週に3.5日 0.50 7.7%
週に1、2日 週に1.5日 0.21 23.8%
月に2、3日 月に2.5日 0.08 31.6%
月に1日 月に1日 0.03 18.3%
年に数回以下 なし 0.00 13.3%
回答者割合による加重平均 0.168 100%

日換算係数
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 利用意向調査結果に基づく最大利用可能性（ポテンシャル） 

ＬＲＴ化による外出頻度増加意向及び増加する頻度を、母集団である城端線・氷見線沿線人口

（15歳以上）に乗じて、城端線・氷見線需要増加量を算出すると約 11,600人/日となる。 

この数値は、あくまで利用意向に基づく最大の利用可能性（ポテンシャル）であり、現況の城

端線・氷見線の定期外利用者数が約 3,600人/日であることを踏まえると全て顕在化するとは考え

にくい。 

また、この数値ではＬＲＴ化した際の運行頻度や料金等のサービス水準も考慮できない。 

 

表 5-1 私用目的の外出頻度増加に伴う利用可能性 

城端線・氷見線 
沿線人口（15歳以上） 

外出頻度 
増加意向 

外出の 
平均増加頻度 

往復 
換算 

城端線・氷見線の 
利用増加可能性 
（ポテンシャル） 

約 193,000 人 17.9% 0.168 回/日 2 回 11,600人/日 
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 「自動車・バスからの転換分」とのポテンシャル比較 

ここでは、(2）で推計した外出頻度増加による最大利用可能性（ポテンシャル）から需要予測

を行うために、交通手段選択モデルを用いて需要予測を行う「自動車・バスからの転換分」の最

大利用可能性と比較を行う。 

結果として、自動車・バスからの転換分の需要増加可能性は約 18,800 人/日となり、外出頻度

増加分（前ページの 11,600人/日）はその約 62％に相当することになる。 

 

表 5-2 私用目的の自動車・バスからの転換に伴う利用可能性 

城端線・氷見線 
沿線人口 
（15歳以上） 

現在自動車・
バスを利用し
ている人の割
合 

自動車・バスを 
利用している人の 
ＬＲＴ利用意向 

自動車・バスを 
利用している人の 
移動頻度 

往復 
換算 

城端線・氷見線の 
利用増加可能性 
（ポテンシャル） 

約 193,000 人 82.1% 28.6% 0.208回/日 2 回 18,800 人/日 

 

 
図 5.3  現在の城端線・氷見線沿線への移動手段 

 

 
 
図 5.4  ＬＲＴが導入された場合の利用意向（左）、 

城端線・氷見線沿線への移動頻度（右） 

（いずれも現在の自動車・バス利用者）  

28.6% 24.3% 47.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＬＲＴが導入された場合、利用したいと思いますか
（現在の自動車・バス利用者）

1 利用したいと思う 2 利用したいとは思わない 3 わからない

（n=4,416）

8.3% 13.7% 22.5% 19.7% 10.2% 25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

城端線・氷見線沿線への移動頻度【私用目的】
（現在の自動車・バス利用者）

週に5日以上 週に3、4日 週に1、2日
月に2、3日 月に1日 年に数回以下

（n=4,674）

回答者割合に基づく加重平均（前頁と同じ） 

⇒0.208 回/日 

出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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 需要予測への反映方法 

以上を踏まえ、今回の城端線・氷見線ＬＲＴ化による外出頻度増加需要は、ＬＲＴ化後のサー

ビス水準（運行頻度、費用等）も考慮するため、交通手段選択モデルにより推計する自動車・バ

スからの転換需要をベースに見込むこととする。 

外出頻度増加需要の交通手段転換需要に対する比率は、利用意向調査結果に基づく最大利用

可能性（ポテンシャル）から 62％とし、私用目的では交通手段転換需要１に対して、外出頻度

増加需要 0.62を上乗せすることとする。 

 

 

 

 

 
  

自動車・バスから

の転換 

外出頻度増加 

利用意向 
（ポテンシャル） 

需要予測値 

18,800 人/日 

交通手段選択モデル

（RP/SP統合モデル） 

により推計 

11,600 人/日 

 

 

 

顕在化すると 

見込まれるのは一部 

 

 62％に相当  

 

 62％分を 

上乗せ 

 

図 5.5 外出頻度増加の需要予測への反映方法 
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【参考】富山ライトレールにおける事例 

城端線・氷見線の構想と同様に、既存鉄道を LRT 化した富山ライトレールの事例を見ると、自

動車・バスからの転換需要が 24.8％に対して、外出頻度増加に当たる新規需要は約 20.5％と概ね

８割程度となっている。 

 

＜富山ライトレールにおける外出頻度の増加＞ 
 

 
 

出典：富山市ホームページ 

 

  

新規利用（外出頻度の増加）は、 

自動車・バスからの転換需要の約８割 
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 新型コロナウィルスの影響による外出行動への影響調査 
 

 既存調査のレビュー 

 外出頻度（移動量）の変化 

国の調査では、令和 2年 8月時点において、本県と同じ特定警戒都道府県以外の地域では、外

出頻度が、通勤で約 9％減少、私用で約 13％減少している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 5.6  新型コロナウィルスによる外出頻度への影響（全国） 

 

出典：国土交通省「デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会」資料 
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 交通手段の変化 

国の検討会資料によると、全国の動向としても、新型コロナウィルスの影響により、公共交通利

用者が減少、自家用車・自転車利用が増加したとの報告がある。 

 

 
 

図 5.7  新型コロナウィルスによる利用交通手段への影響（全国） 

 
出典：国土交通省「デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会」資料  
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 城端・氷見線利用への影響把握 

 調査方法・調査内容 

新型コロナウィルスによる外出行動への影響を調査するため、利用意向調査の問４において、下

図のような設問を設定した。 

 

 
 

図 5.8 利用意向調査 調査票（抜粋） 

 
出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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 調査結果【再掲】 

1) 外出頻度の変化 

 減少の有無【設問①】 

 新型コロナウィルスによる外出頻度は、全目的合計で「減少した」が 49.6％。 
 目的別では、「私用」で減少した割合が 56.4％と最も高く、次いで「業務」が 42.7％、

「通勤」が 33.8％、「通学」が 24.5％の順。 
 市別では、「減少した」の割合が約 5 割と、概ね同様の傾向である。 

 

 
図 5.9 新型コロナウィルスの影響による外出頻度の減少（目的別） 

 

 
図 5.10 新型コロナウィルスの影響による外出頻度の減少（市別）  

出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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 減少した頻度【設問②】 

 新型コロナウィルスにより減少した外出頻度は、全体では「週に 1、2 日」が 30.5％、「月

に 2、3 日」が 27.2％の順。 
 目的別に見ても、傾向に顕著な差は見られない。 

 
 

 
 

図 5.11 新型コロナウィルスの影響による外出頻度の減少程度（目的別） 

  
出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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2) 交通手段の変更（問２①の目的が対象） 

 変更の有無【設問③】 

 新型コロナウィルスによる交通手段の変更は、全体では「変更があった」が 4.6％。 
 目的別では、「業務」「私用」「通学」の順で、変更があった割合が高い。 
 市別では、顕著な傾向の差は見られない。 

 

 
図 5.12 新型コロナウィルスの影響による交通手段の変更（目的別） 

 

 
図 5.13 新型コロナウィルスの影響による交通手段の変更（市別） 

 
 出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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 変更した人の交通手段【設問④】※複数回答 

 新型コロナウィルスの影響で、変更した人の交通手段では、公共交通（「鉄道（JR 城端

線・氷見線）」「鉄軌道（JR 城端線・氷見線以外）」「バス」）が減少し、「自動車（自分で

運転）」「自動車（送迎・同乗）」などが増加。 
 

 
 

図 5.14 新型コロナウィルスの影響により変更した人の交通手段 

 

 

 

  

出典：城端線・氷見線利用意向調査（R2.10~11 実施） 
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 需要予測への反映について 

 外出頻度（移動量） 

1) 今回の調査結果【再掲】 

・調査日当日に外出している人の割合は、全体では 77.2％である。 
・１人当たりの平均トリップ数（外出していない人も含む）は、全体では 2.19 トリップである。 
 

 
図 5.15 年齢階層別の外出率 

 

 
図 5.16 年齢階層別の１人当たり平均トリップ数 

 
 

 

  

出典：城端線・氷見線移動実態調査（R2.10~11 実施） 
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2) 全国値との比較 

外出率及び１人当たり平均トリップ数を全国値（平成 27 年度全国都市交通特性調査）と比較する

と、全国の外出率は 80.9％、平均トリップ数（平日）は約 2.18 トリップ/日となっており、今回の調

査結果と大きな差は生じていない。 
 
■外出率 

 
■1 人当たり平均トリップ数 

 

出典：平成 27 年度全国都市交通特性調査結果 
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3) 需要予想への反映について 

新型コロナウィルスの影響による外出頻度について、利用意向調査では「減少した」との回答も

見られたが、需要予測に直接反映される１人当たり平均トリップ数は全国値を上回っており、影響

が見られなかったことから補正等は行わない。 
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 利用交通手段 

1) 今回の調査結果 

・全目的の代表交通手段では、「鉄軌道（城端線・氷見線）」の分担率は 3.0%となっている。 

・また、「鉄軌道（城端線・氷見線）」のトリップ数は、帰宅を除くと約 7,000トリップとなって

おり、これは 2019年度の実績乗車人員（約 12,900人/日）と比較しても低い傾向にある。 

  
図 5.17目的別の代表交通手段構成 

 

 
図 5.18 JR城端線・氷見線利用トリップの目的構成 

 

  
出典：城端線・氷見線移動実態調査（R2.10~11 実施） 

約 7,000 トリップ 
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2) 全国値との比較 

代表交通手段分担率を全国値（平成 27年度全国都市交通特性調査）と比較すると、全国の地方都

市圏では「鉄道」の分担率は 4.3％となっており、今回の調査結果（3.0％）の方が低いことから、

新型コロナウィルスの影響が生じている可能性がある。 

 

出典：平成 27 年度全国都市交通特性調査結果 
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3) 需要予測への反映について 

新型コロナウィルスの影響による利用交通手段について、利用意向調査では公共交通から自動車

等へ転換している実態が見られ、移動実態調査においても城端線・氷見線利用トリップ数が、通常

時より低くなっている可能性がある。 

よって、今回の需要予測では、移動実態調査から得られる城端線・氷見線利用者数をそのまま用

いるのではなく、実績値ベースでの補正を行い最終的な需要予測結果とする。具体的には、四段階

推計法などから「整備なしの場合（現況）」と「整備ありの場合」の需要比率を算定し、公表され

ている「利用実績値（現況）」に乗じることで、需要予測結果を算出する。 

 

 
 

図 5.19 利用実績値ベースによる補正のイメージ  

 

 
 

 

 

 

 

需要予測結果【実績値ベース】
2040年における城端線・氷見線利用者数

利用実績値（現況）
ＪＲ城端線・氷見線合計

約12,900人/日（2019年度）

需要予測
今回実施した移動実態調査、利用意向調査を用いた
四段階推計法などから予測

現況（整備なし）の場合

2040年（趨勢、整備ありの場合）

比率（2040年/現況）
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